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凡例




これは「改造」第十一卷第十二號（昭和四年十二月一日　改造社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

底本は総ルビが振られていますが、必要と思われるものを残して、削除しました。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

明らかな誤植は、特に断り無く訂正しました。








寄席とラヂオ

權田保之助







○

『代り合ひまして、替り榮えも致しませんが、御贔屓の餘榮を持ちまして、相も變らずお舊ふるいお笑ひを一席伺はせて戴きまして、お後の連中、お見當てと交代させて戴きます』といふ寄席が『何がさて御當節は何事によらず新しいものがお宜しい樣で、殿方、お女中がたは申すまでも無く、お坊つちやまがた、お嬢ちやんがた』にまで、段々と緣が遠くなつて行くとは、｢松の內には一度は寄席へ行くものだ」といふ不文律で、每年正月には必ず一度は、此の晩ばかりは親父を留守番にして、お袋を先頭に、下女のお三や小僧の松どんまでも引き伴つれて出掛けては、お女郞買ばなしを聞かされたあの幼かつた頃と比べると、何と樣子が變つたことであらう。寄席の不振も、もう久しい話ではある。

○

　寄席衰微の動因には或る社會經濟的な大きな力が橫よこたはつてゐ、史的根據があることは言ふまでも無いが、其外面的に現はれて格段に目立つ事柄は「活動寫眞」の出現であつた。「活動」が興行として頭を擡もたげ出して來た明治末期から大正初頭に、「寄席」と「活動」の爭の火蓋が切られ、寄席不振のスタートが切られ、かくて「活動」の進出は「寄席」の退却を結果しつゝ、大正の時代は移り行ゆいたのである。此の「活動」を生み出した社會經濟狀態と、更らに此の「活動」が生み出した社會思想傾向とが「寄席」に深い痛手を負はせ、少くとも「寄席」の舊い形式に終焉を告げさせたのである。

　然しながら「寄席」と「活動」とは、その與ふる娛樂のものがらに差別がある。「活動」の與ふる興味を喜ぶ多數の外ほかに、「寄席」の空氣が與ふる趣味に陶醉する少數が尙ほ殘つてゐた。のみならず「寄席」そのものにも、見棄つるには餘りに惜しい過去があつた。其處に「寄席」は『江戶趣味』を矜恃して、選ばれたる人の寂しさに却つて一種の誇をさへ感じながら、『……へえ、まことに江戶趣味なものでげして、其處へ行くと、「活動」なんかを有難がる手合の氣が知れません』と、澄まして冷やかな嘲あざけりをさへ仄ほの見せた。

○

　所が「寄席」に取つて思ひも掛けぬものが跳び出した。それは卽ち「ラヂオ」である。ラヂオは江戶趣味とは丸つ切り仲なか違たがひな「活動」とは違つて、寄席者の所謂いはゆる『江戶趣味』を、其儘の丸出しで放送する。其處で「活動」に對してこそ『江戶趣味』を誇り得た「寄席」も、「ラヂオ」に對しては、まさかに「ラヂオ」の落語や音曲は江戶趣味では御座んせぬとは言ひ得なくなつた。

「寄席」は衰微する。少くとも舊い形式の「寄席」は益々振はなくなる。寄席不振の眞因が假令たとひ深い所に橫よこたはつてゐるにせよ、「寄席」に取つて矢張り憎いは「活動」であり、「ラヂオ」である。所が「活動」は全く他人の仕事である。苦情を申し込んだにしても、それを聞き入れるも入れないも先き樣次第である。然るに「ラヂオ」はさうではない。味方の陣營にある、然かも一方の旗頭である面々を狩り出して「寄席」の旗印『江戶趣味』を其のまゝに數十萬人の前で振つて見せる。正に裏切者である。「寄席」にとつてこんな不埓な裏切者はあるまい。

　右の結果が、落語の協會に屬してゐる藝人の放送不賣同盟とまでなつた。要は『江戶趣味』の獨占權を「寄席」に確保して、「寄席」王國の利益を保障せんとする企てに外ならない。それにしても夫れで果して「寄席」は安泰となり得たか、榮え行く見込が立つたであらうか。抑そも〳〵此の專賣特許品『江戶趣味』は「寄席」の世帶を支へ行き得る丈けの利益を生み出して吳れるだらうか?!

○

　然しかし此の「寄席」の世界に住む人の中にも、早く已に此の『江戶趣味』の呪文の御ご利り益やくが甚だ薄いことに氣が付いた人があつた。其人は『江戶趣味』によつて將來の「寄席」を打ち樹たて行くことを斷念して、新しい客の趣味を土臺として、其處に新しい「寄席」を萠えさせやうと考へ付いた。その一人は三語樓君であつた。

　大正の初年「活動」が勃興して「寄席」の轉落が始まつた頃、わが三語樓君は『江戶趣味』にそろ〳〵見切りを付けはじめた。そして新しい趣味を「寄席」の中に作り出さうとした。彼はその爲めに小咄まくらに目を付けたのである。本ほん咄ばなしに手を觸れるには尙ほ餘りに臆病であり、これに對しては依然傳統を墨守してゐた彼は、「まくら」の振り方に彼の奔放と叛逆とを氣持よく表はしたのであつた。雨の寫實、緣日の寫生をはじめ、彼の纎細な社會觀察と、彼の犀利な生活描寫とは彼の機智と慧眼とを十分に現はして、古臭い『江戶趣味』ならぬ新しい生活の趣味の一斷面を私達の前に示して吳れた。彼の生命は全く此の小咄まくらにあつた。であるから彼が得意の小咄まくらから本ほん咄ばなしに入るや、私達は何時いつでも「がつたり落ち」を感じたものである。斯くて此の缺陷を十二分に心得てゐた彼は、後には小咄まくら其物に獨立性を認めて、これを以て咄はなしの本體とすることにまで成功した。

　然しながらわが三語樓君が舊い『江戶趣味』から脫却して、「寄席」の中に創作しようとした新しい趣味は、何なん人びとの趣味を目標として打ち樹たてようとしたのか？　それは神田本鄕を中心とした學生及び知識階級者を目標としたものであつた。本鄕界隈に於ける當時の彼の人氣は大たいしたものであつたに引き代へて、下町に於ては殆んど一顧にさへ値しなかつたのも、無理からぬことである。そして當時の藝人仲間、席亭では、わが三語樓君を目して「落語界の外道」とさへ呼んだ。然るに此の「落語界の外道」であつた彼と其一黨とが十數年後の今日に於ては落語界を動かす中心勢力として活躍してゐることは、まことに興味ある推移と云はざるを得ない。

「寄席」より『江戶趣味』を引き離して、新しい趣味を其處に創作して行かうとした人々の中の一人としてわが三語樓君の慧眼と努力とは忘るゝことの出來ぬものである。然しなから彼は尙ほ「寄席」てふものゝ囚とらはれから脫し得なかつた。彼は『江戶趣味』の殘滓である「寄席」に集り來つて然かもそれに滿足を見出すことが出來ずにゐた僅數の學生と知識階級者の新しい趣味あるを洞察しながら、遂に『江戶趣味』の殘ざん肴かうたる「寄席」に集まり來らざる多數の社會人の滿たされざる趣味あることに想到し得なかつた。

○

　わが親愛なる三語樓君の此の痛ましい努力は、同業者のあらゆる無理解な壓迫に拘らず、着々として其步武を進め、その門下は云ふも更らなり、同業の間にさへ尠なからぬ影響を與へたのである。斯うして寄席界の革命兒が隨所に名乘を揚げたのであるが、其の最も勇敢にして、最も巧智あり、しかも最も間の拔けた代表者としてわが金語樓君を其處に發見するに至つたのである。

　わが金語樓君が、その痛ましく尊い體驗から滲み出した「兵隊」を揭げて高座に現はれた時には、私は其處に「寄席」の將來の或る一面をまざ〳〵と見せつけられたやうな氣がして、胸のすつきりしたのを覺えた。假令たとひそれは社會の一般生活からは隔絕した一生活であるにもせよ、其處には尙ほ現代生活に於ては直ちに相響く實生活の斷片がある。而しかしてその生ける生活の生ける記錄としての此の「兵隊」が、その體驗者の實感から迸ほとばしり出づる時、「寄席」の生くべき將來の片影が其處に示唆されたやうに感ぜられたのは當然である。所がわが金語樓君は、不幸、此の「兵隊」の與へた社會的反響の根據を、その『形式』に解釋して、その『內容』に求むることを忘却した。卽ち彼の「兵隊」が喝采を博し得たのは、一つにその取材の『新』に據るものであるとのみ解して、その「兵隊」の更新的威力は實はその生々しい無產者的生活の體驗に根抵したものであることに氣が付かなかつたのである。然かも氣が付くには、彼は餘りに賣れツ兒になり過ぎて仕舞つた。而しかして「兵隊」のヽヽヽヽヽは却つて彼をして誇大妄想の一種の英雄たらしめた。巧智と勇敢の點に於ては三語樓師匠に數倍を勝まさつた彼、なほ若い衒氣に滿ち溢れた彼は、此の情勢を見て「新しき寄席」の誕生、極めて易い々ゝたる而已のみとの安價な確信を贏かち得たのである。斯かくて此の空むなしい確信は、彼をして落語「野球」を新作せしめ、「行進曲五景」にレヴユーの向うを張らしめ、「モン・パリ」の踊に新あたらし味みに對する理解の說明を爲さしめ、「ジヤズ・バンド」に彼がより豐滿な尻を振らしめてゐる。而しかして體驗を缺いた虛構とあて振りの人生の遊戱の上に、金語樓式モダーニズムが悲鳴を擧げてゐる。

　それでわが勇敢なる寄席革新派の鬪將雜兵どもは「ラヂオ」に對抗して「寄席」の將來を開拓し得ると思つてゐる。勇敢にして且つ間の拔けた作戰ではあり得る。

○

　忽こつ焉えんとして出現した「ラヂオ」に對して、「寄席」は以上の如く二種の作戰に依つて之れに對抗せんとしてゐる。一は曰く、『江戶趣味』に對する獨占權確得、他の一は曰く、サモア・ジヤズの尻振りダンス！　その二表現の餘りに極端なる背反に、私は其處に一種落語的な興味をさへ感ずる。

　思ふに、「ラヂオ」に對する「寄席」の認識には二重の錯誤がある。卽ち一は「寄席」が「ラヂオ」と喧嘩し得ると考ふる無鐵砲であり、他の一は「ラヂオ」で紹介される「寄席」が「寄席」の全體であり、「寄席」その物であると思ふ誤解である。此の無鐵砲が「ラヂオ」から「寄席」を引き離しさへすれば、「ラヂオ」には「寄席」的趣味は出せぬものと安心する誤解を生ぜしめるし、此の誤解が「ラヂオ」から藝人を引き離して置きさへすれば、「寄席」は何時までも『江戶趣味』や、『金語樓式モダーニズム』で立ち行けるものとの無茶を飛び出させるのである。

　それは全然あべこべである。本末の顚倒なのである。「寄席」は『江戶趣味』の爲めに出來た博物館でもなければ、サモア・ジヤズをやつて見せるお客樣をあツと云はせる村の茶番狂言の趣向でもない。逆に『江戶趣味』が「寄席」を生み出した。江戶末期の社會相が此の「寄席」を必然的に創り出したものである。高座の上の餘技が時代の趣味を規定したものでなくて、時代の大衆の生活が高座に反映して、其處に落語が生まれ、講談が生じ、音曲が出現したのである。

　昨夜ゆうべ、四谷の「喜きよし」に金語樓を聞きに行つた、否な見に行つた。其時直すぐ隣に坐つた二人連れの寄席通らしく思はせる洋服紳士の話が耳に入つた。『寄席も此のまゝぢや困つたものさね。それでどうしても二つの行き方しきや無いと思ふがね。その一つはもつとずつと本格に行くのさ、江戶趣味で徹底させるのだね。それから別に思ひ切つて新作を板にかけることだ。え？　其のねたかね？　それは文士に賴んで相當原稿料を出して書いて貰ふんだね……。』私は其處で考へた。江戶趣味の博物館なら、さう澤山市中に置く必要もあるまいから、南葵文庫のお隣にでも適當な席亭の一つも建てることだ。それから新しい落語のねたが幾何いくらかの原稿料で文士に書いて貰へる位なら、『寄席』は『寄席』であることをやめて、講談落語の雜誌になるがよいと。

　寄席の更生！　新しい寄席の創造!!　それはなまやさしい話ぢやない。『江戶趣味』のしやぶりからしで出來上るものでもなければ、書齋の机の上で原稿紙の桝目から生まれ出づべきものでもないのだ。それは現在の社會生活の實感から、大衆の生活體驗から、自おのづからに滲み出して來るものでなくてはならぬ。實生活の眞劔な淚と汗とから絞り出された醒慘な笑の結晶でなくてはならぬ。江戶末期のあの社會相が、崩壞せんとする封建貴族と新興金融資本階級との交錯せる社會經濟狀態が、已にあの從來の形式の「寄席」をあみ出したものではないか。

○

　寄席の更生と、新しい寄席の創造！　この爲めに今こん日にちの「寄席」を出發點とする程大きな間ま違ちがひはないと思ふ。何となれば、その理由は極めて簡單である。曰く、今日の「寄席」が惡いからである。更さらに詳しく云へば、今の「寄席」には『大衆』が缺けてゐるからである。今日の「寄席」の客を構成してゐるものは、變態『江戶趣味』の亡者に非ずんば、自己遁逃を快とする有閑者流りうに外ならない。

　此處に於ては私は、新しい寄席の創造を、大衆の喜樂の直射する『淺草』の地に期待せざるを得なくなる。淺草の寄席?!　それは舊い言葉の槪念による寄席ではない。その形式に於ても、又その内容に於ても、舊い寄席の槪念に叛逆してゐる。大正十年頃以降震災前後にかけての安來節中心の興行、引續いて盛んであつた萬歳の時代を經て、レヴユー・歌劇・奇術・落語・音曲・萬歳の一切を取り入れてゐる現今のそれ。大衆は直ちに舞臺—高座に呼びかけ、高座は直接大衆に話しかけるあの心持の間に、大衆生活は今、新しい寄席の創作に喜悅してゐる。

　舊い「寄席」が「ラヂオ」との步ぶの惡い鬪爭に身を細らせてゐる間に、大衆は全く別に、新たな自分達の「寄席」を創造しつゝある。勇敢なる金語樓君よ、君はその偉大なる尻をジヤズの音樂につれて、江戶趣味の亡者と自己遁逃の有閑者の前に打ち振ることに甚だ熱心であるが、願はくば君が一日も早く、大きな忘れ物をしてゐることに氣付いて欲しい。然らばその君の大きな忘れ物とは何であるか？　曰くそれは『大衆』である。『大衆の生活』それである。（四・一一・三稿）
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